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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
六
十
二
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

京
都
市
下
京
区
七
条
通
間あ

い
の
ま
ち
ひ
が
し
い
る
ざ
い
も
く
ち
ょ
う

の
町
東
入
材
木
町

に
あ
る
部
落
問
題
研
究
所
の
常
務
理
事
Ａ
氏

は
、
部
落
解
放
そ
れ
自
体
を
主
題
に
す
え
た

作
品
を
書
い
て
く
れ
る
作
家
の
出
現
を
待
ち

望
ん
で
い
た
。

　

Ａ
常
務
理
事
は
、
そ
れ
ま
で
に
、
多
く
の

部
落
を
扱
う
作
品
を
読
ん
で
き
た
。
そ
の
中

に
は
明
治
39
年（
１
９
０
６
年
）
に
書
か
れ
、

部
落
出
身
の
青
年
教
師
の
生
き
方
を
扱
い
世

に
問
題
を
提
起
し
た
島
崎
藤
村
の『
破
戒
』
が

あ
っ
た
。
だ
が
、『
破
戒
』が
著
さ
れ
て
50
年
以

上
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え

て
天
皇
大
権（
※
１
）
の
世
か
ら
、
主
権
在
民

（
※
２
）の
世
に
な
っ
て
、『
破
戒
』に
は
、
部
落

解
放
へ
の
思
想
が
弱
く
、
内
部
の
人
々
に
解

放
の
自
覚
を
促
し
、
外
部
の
人
々
に
解
放
の

必
然
性
を
理
解
さ
せ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

住
井
は
、
大
和（
現
奈
良
県
）
方
面
で
の
取

材
の
帰
途
、
東
京
の
新
潮
社
に
立
ち
寄
り
、

編
集
部
の
佐
野
英
夫
に
、
部
落
を
題
材
に
し

た
作
品
を
書
き
た
い
の
で
完
成
し
た
ら
出
版

し
て
ほ
し
い
と
相
談
し
、
初
め
て
生
活
の

た
め
で
な
い
作
品
を
書
こ
う
と
し
て
机
に
向

か
っ
た
。

　

折
し
も
、
部
落
問
題
研
究
所
発
行
の
月
刊

雑
誌『
部
落
』
の
編
集
長
Ｂ
氏
か
ら
、
連
載
し

て
み
な
い
か
と
い
う
申
し
出
を
受
け
た
。

　

住
井
は
、
佐
野
と
の
約
束
も
あ
る
し
、
一

般
読
者
の
目
の
届
か
な
い
雑
誌
に
連
載
す
る

の
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
住
井
は
、
考
え
直
し
た
。『
橋
の

な
い
川
』を
雑
誌『
部
落
』に
連
載
し
て
も
ら
っ

て
、
読
者
の
反
応
を
知
ろ
う
と
。
読
者
の
反

応
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
作
品
へ
の
評
価
と
い

う
こ
と
よ
り
、
部
落
の
本
当
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
主
だ
っ
た
。

　

昭
和
34
年（
１
９
５
９
年
）、
雑
誌『
部
落
』

１
月
号
よ
り
、『
橋
の
な
い
川
』
の
連
載
が
始

ま
っ
た
。
翌
35
年
10
月
号
ま
で
全
22
回
連
載

で
、
そ
の
触
り
の
部
分
を
抜
粋
し
て
み
た
。

　

し
ば
ら
く
、
い
や
、
も
う
何
年
ご
し
遇
わ

ず
に
し
ま
っ
た
夫
の
進
吉
。
そ
の
進
吉
が
、今
、

小
溝
の
向
こ
う
側
に
立
っ
て
い
る
…
。
ふ
で

は
小
溝
を
と
び
こ
え
る
べ
く
身
構
え
た
。
と

た
ん
に
、
小
溝
は
滔と
う
と
う々

た
る
大
河
と
な
っ
て

彼
女
を
さ
え
ぎ
っ
た
。

　

進
吉
は
対
岸
を
上
流
に
向
い
て
駆
け
出
す
。

　

ふ
で
も
上
流
に
向
い
て
走
り
つ
づ
け
る
。

　

『
あ
あ
ど
こ
か
に
橋
が
あ
る
は
ず
や
。』

　

し
か
し
、
川
幅
は
広
く
、
対
岸
は
丈
余
の

雪
で
、
上
流
に
も
下
流
に
も
橋
は
な
い
。

　

ふ
で
は
、
愛
し
い
夫
の
進
吉
に
ど
う
し
て

も
会
え
な
い
。

　

手
放
し
で
ふ
で
は
泣
い
た
。
ふ
で
は
恋
し

か
っ
た
。
た
だ
た
だ
、
進
吉
が
恋
し
か
っ
た
。

　

『
お
ふ
で
、
こ
れ
、
お
ふ
で
』

　

姑
し
ゅ
う
と
めの
ぬ
い
に
肩
先
を
た
た
か
れ
て
、
ふ
で

は
眼
が
さ
め
た
。

　

『
橋
の
な
い
川
』
の
中
の
部
分
部
分
が
切

り
取
ら
れ
て
新
潮
社
か
ら
単
行
本
で
第
１

部
と
銘
打
っ
て
、
昭
和
36
年（
１
９
６
１

年
）
９
月
に
２
万
部
発
行
さ
れ
た
。
早
速
第

２
部
が
書
き
下
ろ
さ
れ
、
同
年
の
12
月
に

１
万
６
０
０
０
部
発
行
さ
れ
た
。
翌
昭
和
37

年（
１
９
６
２
年
）
に
は
、
第
１
部
第
２
部
併

『
橋
の
な
い
川
』連
載
‐
部
落

問
題
研
究
所
発
行
の
月
刊
雑

誌『
部
落
』に
全
22
回

せ
て
１
万
２
０
０
０
部
増
刷
さ
れ
た
。

　

住
井
の
許
に
は
、多
方
面
か
ら
、し
か
も
様
々

な
内
容
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
、

長
野
県
の
小
学
校
校
長
の
同
和
教
育
に
関
わ
る

手
紙
と
、
山
陰
地
方
の
一
農
村
婦
人
の
娘
の
結

婚
に
つ
い
て
の
手
紙
が
あ
っ
た
。

　

『
橋
の
な
い
川
』
は
次
々
と
書
き
下
ろ
さ
れ

た
。
第
３
部
が
昭
和
38
年（
１
９
６
３
年
）、

第
４
部
が
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）
４
月
、

第
５
部
が
昭
和
45
年（
１
９
７
０
年
）、
第

６
部
が
昭
和
48
年（
１
９
７
３
年
）、
そ
し

て
第
７
部
が
平
成
４
年（
１
９
９
２
年
）
９
月

に
出
て
、
第
１
部
か
ら
第
７
部
ま
で
で
公
称

５
０
０
万
部
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

※
１　

大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で

※
２　

日
本
国
憲
法
の
下
で

引
用
文
献　

新
潮
社
刊『
橋
の
な
い
川
』
の
第

一
部
よ
り
第
七
部
ま
で
。『
橋
の
な
い
川
住

井
す
え
ゑ
の
生
涯
』北
条
常
久
著
・
風
濤
社

刊
。『
住
井
す
ゑ
の
世
界
そ
の
生
涯
と
文
学
』

前
川
む
一
編
・
解
放
出
版
刊
。
そ
の
外
。

『橋のない川』出版記念会。昭和37年12月17日

に牛久小学校校舎２階の講堂において開催。

主催橋のない川出版記念会。発起人代表牛久

町長川村衛。写真は牛久小会議室展示。

『橋のない川』第１部から第７

部。新潮社刊、犬田家所蔵。

『橋のない川』が連載された月

刊雑誌『部落』。『橋のない川』が

初めて世に出る。犬田家所蔵。


